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住
職 

谷
川 

寛
俊 

 

日
蓮
聖
人
が
鎌
倉
に
草
庵
を
構
え
た

建
長
年
間
か
ら
天
災
地
変
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
正
嘉
元
年
（
一
，
二
五
七
）
に

は
大
地
震
が
起
こ
り
、
同
二
年
に
は
大

風
、
同
三
年
大
飢
饉
（
き
き
ん
）
、
正
元

元
年
（
一
，
二
五
九
）
と
同
二
年
に
は

大
疫
病
（
え
き
び
ょ
う
）
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
人
々
は
天
候
不
順
に
よ
る
凶
作
、

そ
れ
に
関
連
す
る
疫
病
の
流
行
で
苦
し

み
、
死
者
は
巷
（
ち
ま
た
）
に
あ
ふ
れ
る

と
い
う
悲
惨
な
状
況
で
し
た
。 

こ
の
惨
状
を
目
撃
し
た
聖
人
は
、
大

疫
病
と
大
災
害
が
続
い
て
人
々
が
苦
し

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
原
因
を
探
り
、 

 

       
 

そ
の
解
決
の
方
途
を
求
め
る
為
に
、
膨
大

な
経
文
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
駿
河
国
（
静

岡
県
）
に
あ
る
岩
本
実
相
寺
の
経
蔵
に
こ

も
り
、
一
切
経
を
読
破
さ
れ
た
の
で
す
。 

そ
の
結
果
、
い
ま
こ
そ
法
華
経
の
予
言
が

現
実
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
時
で
あ
る
と

の
答
え
を
見
出
し
、
そ
の
趣
旨
を
「
立
正

安
国
論
（
字
の
如
く
正
し
い
法
を
立
て
て

国
を
安
泰
に
す
る
）
と
し
て
ま
と
め
、
時

の
執
権
北
條
時
頼
（
今
の
総
理
大
臣
に
当

る
人
）
に
差
し
出
し
た
の
で
す
。「
立
正
安

国
論
」
は
、
旅
の
客
が
悲
惨
な
現
状
を
乗

り
越
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
い

う
事
を
庵
室
の
主
人
に
問
い
、
主
人
が
そ

れ
に
答
え
る
と
い
う
問
答
形
式
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

主
人
は
、
多
く
の
経
典
か
ら
災
害
の
原

因
を
あ
げ
た
上
で
、
特
に
、
来
世
を
願
い
、

こ
の
世
を
捨
て
て
い
る
浄
土
教
の
教
え
こ

そ
、
仏
教
の
真
の
教
え
を
否
定
す
る
も
の

だ
と
結
論
し
、「
早
く
信
仰
の
寸
心
を
改
め

速
や
か
に
実
乗
の
一
善
（
法
華
経
）
に
帰

せ
よ
」
と
、
法
華
経
の
救
い
を
確
か
め
、 

 

        

そ
れ
に
よ
る
以
外
に
、
個
人
の
内
面
の
安

心
立
命
と
、
社
会
の
平
和
と
安
定
を
実
現

す
る
方
途
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
「
立
正
安
国
論
で
は
、
正
し
い
教

え
で
あ
る
法
華
経
を
用
い
な
い
と
、
疫
病

や
災
害
だ
け
で
な
く
戦
争
が
国
の
内
外
に

起
こ
る
と
予
言
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
予
言
は
的
中
し
、
後
年
、
内
に
あ
っ

て
は
北
條
時
輔
の
乱
が
起
こ
り
、
外
に
あ

っ
て
は
蒙
古
襲
来
と
い
う
民
族
存
亡
の
危

機
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

  
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

次
号
に
続
く 

 

 

  

  

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「人生ハンド仏句」 
と打ち込んで頂けば、

ホームページにつなが

ります。 
 

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玉蓮山 真 成 寺 
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
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日
蓮
聖
人
の
生
涯 

③ 

「
立
正
安
国
論
を 

幕
府
に
献
上
」 



射
水
市 

恵
命
庵
御
主 

岩
村
啓
立
上
人  

◎
祠
堂
大
法
要 

五
月
二
十
七
日(

日) 

・
午
前
十
一
時 

ご
法
要 

（
各
家
先
祖
の
ご
回
向
） 

・
午
後
一
時 
ご
法
話 

     

・
午
後
二
時 

大
法
要 

（
今
年
永
代
供
養
加
入
者
各
霊
位
御
回
向
） 

 
 

尚
、
十
二
時
よ
り
昼
食
の
準
備
が
し

て
御
座
い
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
な
く

お
召
し
上
が
り
下
さ
い
ま
せ
。 

給
仕
（
お
講
）
当
番
は
魚
津
三
班
の

方
々
で
す
。 

 

ど
う
ぞ
宜
敷
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

   

 

 

 

◎
毎
月
一
日
祈
祷
会 

・午
前
五
時
か
ら 

早
朝
の
お
参
り
は
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
す
。 

ご
祈
祷
を
受
け
て
、
霊
神
符
（
お
守
り
様
）

を
頂
き
ま
し
ょ
う
！ 

◎
水
子
供
養
会 

・
毎
月
十
三
日 

・
午
後
一
時
半
よ
り 

 

◎
唱
題
行
脚 

・
毎
月
二
十
八
日 

・
午
後
一
時
半
よ
り 

 

先
月
の
参
加
者 

谷
川
寛
敬
・
髙
木
昶
・
土
居
可
久
子
・ 

高
円
富
美
子
・
阿
閉
江
里
子
・
谷
川
久
仁

子 
  

  

※ 

地
鎮

じ
ち
ん

祭さ
い

・新
車
・新
築
・ 

改
築
の
お
払
い
は
、
秘
妙
五
段 

の
特
別
祈
祷
で 

い
つ
で
も
お
気 

楽
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

 
 

 

 

ラ
ニ
・
フ
ラ
・
ホ
ア 

 

や
っ
と
季
候
が
良
く
な
り
、
フ
ラ
の
似
合
う

季
節
に
成
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

来
る
６
月
２
日
（
土
）
「
環
水
公
園
ハ
ワ
イ

ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

午
後
６
時
か
ら
２
０
分
間
ラ
ニ
・
フ
ラ
・
ホ

ア
も
出
演
い
た
し
ま
す
。
ご
来
場
下
さ
い
！ 

  

 

イ
リ
マ
ク
ラ
ス 

・
毎
週
火
曜
日 

 

昼
の
部
・
午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三
十
分 

夜
の
部
・
午
後
六
時
三
十
分
～
七
時
三
十
分 

プ
ル
メ
リ
ア
ク
ラ
ス 

 

・
毎
週
火
曜
日 

 

昼
の
部
・
午
後
二
時
半
～
四
時 

夜
の
部
・
午
後
七
時
半
～
九
時 

レ
フ
ア
ク
ラ
ス 

・
月
一
回 

月
曜
日 

 

午
後
一
時
～
三
時
四
十
分 

滑
川
教
室 

・
第
二
・
四 

金
曜
日 

午
前
十
時
～
十
一
時
半 

金
山
谷
教
室 

・
第
一
・
三 

金
曜
日 

午
後
七
時
半
～
九
時 

大
町
フ
ラ
サ
ー
ク
ル 

・
第
一
・
第
三 

土
曜
日 

午
後
二
時
～
三
時
半 

 

富
山
教
室 

・
月
二
回 

水
曜
日 

午
後
七
時
半
～
九
時 

高
岡
教
室 

・
第
三 

木
曜
日 

午
後
七
時
半
～
九
時 

老
人
ク
ラ
ブ 

・
第
一
・
二 

水
曜
日 

午
後
一
時
半
～
三
時 

 
 


